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Effect of resilience on problematic behaviors among preschoolers









































（ 3 歳児クラスから 5 歳児クラス）について回答を求め
た。88件の家庭に研究を依頼し，39件の家庭から同意が
得られた（回収率44.3％）。そのうち 1 件は対象クラス
に子どもが 2 名通園しているため，参加児は40名（ 3 歳
児クラス：男児10名，女児 3 名 ; 平均年齢 4 歳 0 カ月，
標準偏差2.41， 4 歳児クラス：男児 9 名，女児 5 名 ; 平
均年齢 4 歳10カ月，標準偏差3.03， 5 歳児クラス：男児






目）」，「傷つきにくさ（ 5 項目）」，「自己調整（ 5 項目）」
の 3 因子計17項目から構成されている。「全くそう思わ
ない（ 1 点）」，「あまりそう思わない（ 2 点）」，「どちら
ともいえない（ 3 点）」，「ややそう思う（ 4 点）」，「非常






「内在化問題行動（ 5 項目）」の 2 因子計13項目から構成
されている。「全く見られない（ 1 点）」，「少し見られる
（ 2 点）」，「時々見られる（ 3 点）」，「よく見られる（ 4









感じていない（ 1 点）」，「あまり感じていない（ 2
点）」，「どちらともいえない（ 3 点）」，「少し感じている















重回帰分析では，第 1 ステップでは性別（モデル 1 ），
第 2 ステップではストレス尺度得点を投入（モデル
2 ），第 3 ， 4 ， 5 ステップではレジリエンス尺度の下
位尺度得点を投入（それぞれモデル 3 ， 4 ， 5 ）した。
決定係数 R 2 の変化量⊿ R 2 に対する F 値が有意である
場合に，投入項は有意であると判断した。なお，統計解















　長尾 ほか（2008）を元に， 3 因子による確証的因
子分析を行ったところ，長尾 ほか（2008）と同様に，








金山 ほか（2006）を元に， 2 因子による確証的因子
分析を行ったところ，金山 ほか（2006）と同様に，第










表 1 ．幼児用レジリエンス尺度項目の因子負荷量および各因子に含まれる項目の Cronbach’s α
1 2 3
1.　気質
今まで経験したことのない行事や遊びでもためらわずにすぐに入り込める 　.８30 　.436 －.110
何事にも好奇心が旺盛である 　.7８2 　.151 －.17８
* 行事（及びその練習）や当番など，新しい活動や状況に慣れるのに時間がかかる 　.749 　.017 　.163
* 友達同士が何かしていても，自分からあまり仲間に入っていけない 　.727 　.000 　.177
活発な方である 　.644 　.036 －.350
新しい友達や保育者に対して，自分から積極的に近付き親しくなろうとする 　.619 　.409 　.115
愛想がよく人になつきやすい 　.512 　.511 －.132
2.　傷つきにくさ
* 慣れない場所に初めて行ったとき，不安な態度を示す 　.247 　.766 －.004
楽観的でそんなに失敗を心配することがない 　.470 　.766 －.116
叱られて泣いてもけろりとしている 　.271 　.750 －.015
友達に嫌なことを言われてもそれほど気にしない －.212 　.604 －.210
作ったものを友達に壊されたとき，すぐに新しく作り直し始めることができる 　.0８1 　.549 　.22８
* 友達におもちゃをとられたとき，すぐに別の遊びを始められない 　.015 　.310 　.27８
3.　自己調整




ひとつの活動や遊びに集中して取り組み，最後までやり遂げる 　.331 －.465 　.615
* 欲しいものが手に入らなかったり，やりたいことができないと我慢できない －.390 －.063 　.611
















































Cronbach’s α 　.92 　.77
表 3 ．外在化問題行動を目的変数とした階層的重回帰分析の結果
step.1 step.2 step.3 step.4 step.5
β t β t β t β t β t
1. 性別 .459 3.1８4 ** .409 2.８4８ ** .351 2.430 * .317 2.142 * 　.094 .８96
2. ストレス .249 1.735 + .233 1.657 .275 1.８８3+ 　.262 2.677 *
3. 気質 .236 1.660 .15８ .9８5 　.154 1.435
4. 傷つきにくさ .173 1.051 　.177 1.605
5. 自己調整 －.649 －6.62８ ***
R 2 　.211 .270 .322 .343 　.713
⊿ R 2 　.211 .059 .052 .021 　.371
F 10.13８ ** 6.８43 ** 5.696 ** 4.561 ** 16.912 **


























































step.1 step.2 step.3 step.4 step.5
β t β t β t β t β t
1. 性別 －.2８9 －1.８59+ －.295 －1.８39+ －.113 －1.024 －.10８ －.945 －.177 －1.514
2. ストレス 　.033 　 .207 　.0８4 　 .7８7 　.079 　 .697 　.075 　 .6８3
3. 気質 －.74８ －6.８８3 *** －.73８ －5.931 *** －.739 －6.13８ ***
4. 傷つきにくさ －.023 －.1８3 －.022 －.179
5. 自己調整 －.201 －1.８35＋
R 2 .0８3 .0８4 .605 .605 .641
⊿ R 2 .0８3 .001 .520 ＜.001 .036
F 3.455+ 1.706 1８.353*** 13.404*** 12.122***
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